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内容の要旨および審査の結果の要旨
体外循環における拍動流の意義について雑種成犬（12-20kg）２４頭に拍動流、定常流麗流の切り換えの
容易なローラーポンプ型拍動流ポンプを用いて実験を行った。全身麻酔下に右大腿動脈、静脈よりそれぞ
れカテーテルを挿入し、先端を宵動脈レベルの腹部大動脈と下大動脈におき、動脈圧測定と中心静脈圧測
定に用いた。左大腿動脈からは、採血用として右腎静脈にカテーテルを挿入した。右腎動脈には、電磁血
流計プロープを装着した。右開胸で上、下大静脈脱血、上行大動脈送血で、希釈率30％の希釈体外循環を
行った。濯流量は80,1／kg／ｍｍとし、濯流条件を一定にした。心、肝、腎の組織血流量の測定には、電
解式水素クリアランス法組織血流計、熱勾配式組織血流計を用いた。濯流時間に対する２群間平均値の差
の検定には２元配置分散分析法の後Scheffeの多重比較法、Student'ｓｔｔｅｓｔを用いてP＜0.05を有意と
判定した。
結果：１）定常流より拍動流へ切り換えることにより宵組織血流量の増加が認められ、拍動流より定常流
への切り換えで腎組織血流璽は低下した。拍動流群は、定常流群に比べ、心筋で9.6％肝臓で15.5％、腎
臓で11.4％の組織血流量の増加を認めた。各臓器組織血流量の経時的変化は拍動流群では180分間安定し
た値を示した。定常流群では、６０分以降時間の経過と共に低下し、180分で当初の光にまで低下した。各
臓器組織血流量はそれぞれの時間で両群間に有意差を認めた。２）平均濯流圧は60分以降定常流群で降下
傾向を示し、９０分後より両群間に有意差を認めた。動脈脈圧は、拍動流群では35-40ｍHgの脈圧を維持
し下降傾向はみられず、両群間の脈圧差は30分後から終了時までは15-25mmHgであり、有意差を認めた。
３）全末梢血管抵抗は定常流群で60分後より下降し、９０分より有意差を認めた。４）腎血流量は定常流開
始10分で52.1±7.1％に減少し、漸次下降した。拍動流群は終了まで70％以上の値を維持し得た。５）胃
血管抵抗は定常流群で180分後開始前の200％以上に上昇したが、拍動流群では109.4±9.4％と増加傾向は
みられなかった。６）全身酸素消費量は、有意差を認めなかったが、腎酸素消費量は60分以降拍動流群が
有意に高値を示した。７）混合静脈血酸素分圧は、定常流群で30分以降で有意に低値であった。８）尿量
は、有意ではないが、拍動流群で高値を呈した。以上、長時間の体外循環で拍動流はより正常な末梢循環
を保持し、その有用性を確認し得た。
以上本論文は、体外循環における拍動流、定常流の血行動態の比較を、種々新たに実験方法を考案して
確認したもので、心臓外科学に有意義な労作と評価された。
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